
 

平成 25年(2013年)測量士午前国家試験問題 

［ＮＯ.１］ 

次の a~eの文は、測量法（昭和 24年法律 188号）に規定された事項について述べたものである。明

らかに間違っているものだけの組み合わせはどれか。次の中から選べ。 

 

ａ．この法律は、国若しくは公共団体が費用の全部若しくは一部を負担し、若しくは補助して実施

する土地の測量又はこれらの測量の結果を利用する土地の測量について、その実施の基準及び実

施に必要な権能を定め、測量の重複を除き、並びに測量の正確さを確保することを目的とする。 

ｂ. 公共測量の測量成果を使用して測量を実施しようとする者 Aは、あらかじめ、当該測量成果を

得た測量作業機関の承認を得なければならない。 

 

ｃ. 測量計画機関は、自ら実施した永久標識を移転し、撤去し、又は廃棄したときは、遅滞なく、

その種類及び旧住所地その他国土交通省令で定める事項を国土交通大臣に通知しなればならな

い。 

 

ｄ. 国土地理院の長は、基本測量の測量成果を得たときは、当該測量の種類、精度並びにその実施

の時期及び地域その他必要と認める事項を官報で公告しなければならない。 

 

ｅ. 基本測量若しくは公共測量に従事する者又はその他の者で、基本測量又は公共測量の測量成果

をして、真実に反するものたらしめる行為をした者は、懲役又は罰金に処する。 

 

１. a,b,d 

２.  a,b,e 

３.  a,c,d 

４.  b,c,d 

５.  c,d,e 

 

 

 ［ＮＯ.２］ 

地理空間情報活用推進基本法（平成 19年法律 63号）の施行に伴い、基盤地図情報の整備・更新が

進められている。次の a~dの文は、わが国における地理情報標準及び基盤地図情報について述べた

ものである。明らかに間違っているものはいくつあるか。次の中から選べ。 

 

ａ. 地理情報標準プロファイル（ＪＰＧＩＳ）は、国際標準化機構が定めた地理情報に関する国際

規格及び日本工業規格の中から、実利用に必要な最小限の部分を取り出して体系化したもので

ある。 

 



ｂ. 基盤地図情報は、国及び地方公共団体が連携して、整備・更新を進めており、地理情報プロフ

ァイル（ＪＰＧＩＳ）に準拠して提供されている。 

 

ｃ. 基盤地図情報は、電子地図上における地理空間情報の位置を定めるための基準となるものであ

る。 

  

  

ｄ. 測量計画機関が公共測量を実施するときは、得ようとする測量成果の種類、内容、構造、品質

等を示す製品仕様書を地理情報標準プロファイル（ＪＰＧＩＳ）に準拠して作成しなければな

らない。 

 

１. 0（間違っているものは 1つもない。） 

２. 1つ 

３. 2つ 

４. 3つ 

５. 4つ 

 

 

［ＮＯ.３］ 

次の a~dの文は、測量作業機関が、公共測量を行う場合に遵守しなければならないことについて述

べたものである。正しいものはいくつあるか。次の中から選べ。 

 

ａ. 測量作業を円滑かつ確実に実行するため、適切な実施体制を備えなければならない。そのた

め、作業計画の立案、工程管理及び精度管理を総括する者として、主任技術者を選任する。 

 

ｂ. 当該公共測量に関し観測機械の種類、観測法、計算法等を定めた作業規程を定め、測量計画機

関の承認を得る。 

 

ｃ. 測量作業着手前に、測量作業の方法、使用する主要な機器、要員、日程などについて適切な作

業計画を立案し、これを測量計画機関に提出して、その承認を得る。 

 

ｄ. 原則としてあらかじめ測量計画機関の定める様式に従って、測量成果などを電磁的記録媒体に

格納し提出する。 

 

 

１. 0（正しいものは 1つもない） 

２. 1つ 

３. 2つ 

４. 3つ 

５. 4つ 

 

 

［ＮＯ.４］ 

次の a~eの文は、わが国における測量の基準について述べたものである。明らかに間違っているも

のだけの組み合わせはどれか。次の中から選べ。 

 



ａ. 位置は、天文学的経緯度及び東京湾平均海面からの高さで表示され、測量の原点は、日本経緯

度原点及び日本水準原点である。 

 

ｂ. 世界測地系で想定した回転楕円体は、その中心が地球の重心と一致し、短軸は地球自転軸と一

致する。 

 

ｃ. 公共測量における距離及び面積は、日本測地系で想定された回転楕円体の表面上における値で

表示する。 

 

ｄ. 平成 23年の東北地方太平洋沖地震による地殻変動に伴い、測量の原点の位置が移動したこと

により原点数値に乖離が生じたことから、測量の正確さを確保するため、原点数値を改正し

た。 

 

ｅ. ジオイド面は、平均海面を陸地内部まで延長してできる仮想面であり、その形状は緩やかな凹

凸を持ち、局所的には複雑な形状となっているため、水平位置を求める測量の基準面には適し

ていない。 

 

１. a, d 

 ２. a, c   

３. b, d 

  ４. b, e 

  ５. c, e 

 

 

［ＮＯ.５］ 

次の文は、トータルステーションによる距離の測定について述べたものである。（ア  ）～

（オ   ）に入る語句として最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

 

測定距離の誤差は、距離に比例するものとしないものに分けられる。距離に比例するものとして、

（ア  ）による影響などがあり、距離に依存しないものに位相差分解能などがあげられる。 

距離を測定する際、気温が（イ  ）と測定距離は（ウ  ）、気圧が（エ  ）と測定距離は

（オ  ）。よって正確な距離を測定するためには、気温、気圧を正確に測定する必要がある。 

 

ア       イ    ウ    エ     オ 

１. 大気の屈折率 下がる 短くなり 低くなる 長くなる 

２. 反射鏡の定数 下がる 長くなり 高くなる 短くなる 

３. 大気の屈折率 上がる 短くなり 低くなる 長くなる 

４. 反射鏡の定数 上がる 長くなり 高くなる 長くなる 

５. 大気の屈折率 上がる 短くなり 低くなる 短くなる 

 

 

［ＮＯ.６］ 

図 6のとおり基準点Ａ、Ｂを既知点とし、トータルステーションで新点 Cを測定しようとしたとこ

ろ、基準点Ａ、Ｂ間の視通を確保できなかったので、それぞれ偏心点 a,bに偏心して観測を行い、

表 6の結果を得た。偏心補正後のＴ=∠ABCの値はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。 

ただし、基準点Ａ,Ｂ間の距離Ｓ1は 1,200ｍ、基準点Ｂと新点Ｃの距離Ｓ2は 1,000ｍとし、角度 1

ラジアンは 2″×105とする。 



なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。 

観測結果 

e1 2.00ｍ 

e2 1.00ｍ 

φ1 90°00’00” 

φ2 150°00’00” 

T' 90°00’00” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 89°50’10″ 

２. 89°55’56″ 

３. 90°00’00″ 

４. 90°04’04″ 

５. 90°09’50″ 

 

 

［ＮＯ.７］ 

次の文は、衛星測位システムについて述べたものである。（ア   ）～（エ   ）に入る語句

の組み合わせとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

 

GNSSについては、日本が打ち上げた（ア  ）など新たな衛星測位システムや、既に運用されてい

るロシアの（イ ）などもあり、今後は各システムにおける測位衛星の追加や（ウ  ）の導入な

ど、更なる充実が図られる予定である。 

この動向により、国土地理院が管理する（エ ）もこの変化に対応するため、使用機器更新し各種

測量や地殻変動の監視に対応できる体制を整備しつつある。 

また、これらの衛星測位システムを用いた測位技術は、建設機械の位置情報及び現場状況（施工状

況）と設計値との差異を車載モニタを通じてオペレータに提供し、操作をサポートする情報化施工

の技術にも応用されている。 

 
 ア イ ウ エ 

1 準天頂衛星   GPS   次世代型 GPS衛星 電子基準点 

2 測地実験衛星  GLONASSS  準天頂衛星     電子基準点 

 



3 準天頂衛星   GLONASS   次世代型 GPS衛星  電子基準点 

4 測地実験衛星  GLONASS   準天頂衛星     三角点 

5 準天頂衛星   GPS     次世代型 GPS衛星 三角点 

 

 

［ＮＯ.８］ 

次の文は、公共測量においてＧＮＳＳ測量機を用いた RTK 法、ネットワーク型ＲＴＫ法及び短縮ス

タティック法について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

 

１. RTK法では、固定局及び移動局で同時にＧＮＳＳ衛星からの信号を受信し、固定局の観測デー

タを移動局へ送信し、移動局側において解析処理を行うことで固定局と移動局の間の基線ベク

トルが求められる。 

 

２. ネットワーク型 RTK法を用いた３級及び４級基準点を行う方法として、直接観測法と間接観測

法の二つがある。 

 

３. ネットワーク型 RTK法で用いる補正データ又は面補正パラメータは、３点以上の電子基準点リ

アルタイムデータを用いて求められている。 

 

４. 短縮スタティック法や RTK法では、整数値バイアスを短時間で正確に決定するための技術が導

入されている。 

 

５. ＲＴＫ法では、スタティック法と比較して観測する時間が極端に短いため、マルチパスによる

影響を受けない。 

 

 

［ＮＯ.９］ 

次の a~eの文は、公共測量における水準測量について述べたものである。明らかに間違っているも

のだけの組み合わせはどれか。次の中から選べ。 

 

ａ. レベルの三脚は、特定の２脚と視準線とを常に平行にし、進行方向に対して常に同一方向にな

るように整置する。 

 

 

ｂ. 正規正標高補正量（楕円補正量）は、観測点の経度と標高により求める。 

 

ｃ. 標尺補正量は、観測時の気温、基準温度における標尺改正数、膨張係数及び水準点間の高低差

より求める。 

 

ｄ. 観測に使用する機器は、常に良好な状態を保つ必要があるため、観測着手時及び観測期間中概

ね 10日ごとに点検及び調整を行う。 

ｅ. 渡海（河）水準測量で両岸から同時観測を行う理由は、球差の他に気差による影響を消去する

ためである。 

 

１. a, b 

２. b, c 

３. a, c 



４. c, d 

５. d. e 

 

［ＮＯ.１０］ 

図 10に示す路線において、公共測量における水準測量を行い、表 10の結果を得た。環閉合差を点

検した結果から判断して、再測すべき路線として最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

ただし、環閉合差の許容範囲は 5ｍｍ√Ｓ（Ｓは観測距離、ｋｍ単位）とする。 

なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。 

 
 

表 10 

路線 距離 高低差 

A→B 3ｋｍ +2.3080ｍ 

A→C 4ｋｍ +3.5910ｍ 

B→C 2ｋｍ +1.2670ｍ 

B→D 5ｋｍ +2.8800ｍ 

C→D 2ｋｍ +1.6050ｍ 

D→A 10ｋｍ -5.1730ｍ 

 

 

１. Ａ→Ｂ 

２. Ａ→Ｃ 

３. Ｂ→Ｄ 

４. Ｃ→Ｄ 

５. Ｄ→Ａ 

 

［ＮＯ.１１］ 

図 11に示す水準測量を行い、表 11の結果を得た。新点 B,C の平均標高を算出するために、式 11-1

の観測方程式及び式 11-2の正規方程式を立て、解を導いた。（ア  ）～（オ  ） 

に入る数値の組み合わせとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

ただし、既知点Ａの標高は 5.0000m、新点Ｂの仮定標高は 10.2000ｍ、新点Ｃの仮定標高は 3.3500

ｍとする。また、ＸB、ＸCは新点 B,Cの仮定標高への補正量、V1～V3は路線（1）～（3）の高低差へ

の補正量である。 

なお、図 11の矢印は観測方向を示す。 



 

 

 

表 11 

路線 高低差 距離 

（1） +5.2020ｍ 1.000ｋｍ 

（2） -6.8540ｍ 1.000ｋｍ 

（3） +1.6510ｍ 2.000ｋｍ 

 

＜観測方程式＞式 11-1 
V1 = +XB     − 0.0020 

V2 = −XB + XC + (ア ) 
V3 = −XC − 0.0010 

正規方程式 

2XB + (イ )XC − 0.006 = 0 

−XB + 1.5XC + (ウ ) = 0 

通常の方法で XB,XCを解くと 
XC = −0.0015 
XB = 0.00225 

平均標高 

新点 B：ＸB=10.2+0.00225=（エ ） 

新点 C:ＸC=3.3500+(-0.0015)＝（オ ） 

 

［ＮＯ.１２］ 

水準点Ａ～Ｅまでの水準測量を行い、表 12の観測値を得た。1ｋｍ当たりの標準偏差の値はいくら

か。最も近いものを次の中から選べ。 

なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。 

１. 0.47ｍｍ 

２. 0.63ｍｍ 

３. 0.95ｍｍ 

４. 1.27ｍｍ 

５. 1.58ｍｍ 

表 12 

路線 距離 往観測 復観測 



A→B 2.0ｋｍ +6.9606ｍ -6.9598ｍ 

B→C 1.5ｋｍ +16.4034ｍ -16.4022ｍ 

C→D 1.6ｋｍ +10.9675ｍ -10.9655ｍ 

D→E 2.0ｋｍ -4.0524ｍ +4.0501ｍ 

 

 

 ［ＮＯ.１３］ 

次の a~dの文は、公共測量における地形測量のうち、トータルステーション（以下「ＴＳ」とい

う。）を用いた細部測量について述べたものである。（ア  ）～（エ  ）に入る語句の組み合

わせとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

 

ａ. 基準点又は TS点に TSを整置し、（ア  ）などにより、地形、地物の位置を測定し数値地形

図データを取得する。 

 

ｂ. 地形の測定では、（イ  ）及び標高値を測定し、図形編集装置によって等高線を描画する。 

 

ｃ. 標高点の密度は、（ウ  ）に 4センチメートルを乗じた値を辺長とする格子に 1 点を標準と

する。 

 

ｄ. 地形、地物の測定では、現地において地名、建物の名称、（エ   ）等を取得し、編集に必

要な資料を作成する。 

 
  ア  イ    ウ  エ 

1 放射法  楕円体高  作業区域の比高差  補正情報 

2 放射法  地性線   作業区域の比高差  結線情報 

3 放射法  地性線   地図情報レベル   結線情報 

4 図解法  楕円体高  地図情報レベル   補正情報 

5 図解法 地性線   作業区域の比高差  補正情報 

 

 

［ＮＯ.１４］  

次の文は、公共測量における地形測量のうち、GNSS測量機を用いた現地測量について述べたもので

ある。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

 

１. 使用する測量機は、１級ＧＮＳＳ測量機又は２級ＧＮＳＳ 測量機とする。 

 

２. ＧＬＯＮＡＳＳ衛星を用いて観測する場合は、ＧＰＳ衛星及びＧＬＯＮＡＳＳ衛星をそれぞれ

２衛星以上用い、合計６衛星以上使用する。 

 

３. 初期化を行う観測点では、観測値の点検のため１セットの観測終了後に再初期化を行い、２セ

ット目の観測を行う。 

 

４. ネットワーク型ＲＴＫ法の観測による地形、地物の測定は、間接観測法により行うことができ

る。 

 



５. ネットワーク型ＲＴＫ法の単点観測法により測定した標高データを、周囲の既知点の標高に整

合させる場合は、アフィン変換により行う。 

 

［ＮＯ.１５］  

トータルステーション（以下「ＴＳ」という。）と、長さ 4ｍの反射鏡付ポールを用いて放射法に

より標高を求めたい。このとき反射鏡付ポールの水準器の気泡のずれの許容範囲を最大 1目盛（2ｍ

ｍ）までとして観測を行い、測定距離 140ｍ、高低角 30°を得た。この観測における標高の誤差は

最大いくらか。最も近いものを次の中から選べ。 

 

ただし、水準器の感度は 1目盛当たり 20’、角度 1ラジアンは 2″×105、ＴＳの距離測定誤差は 5

ｍｍ+5×10-6D（Dは測定距離）とし、その他の誤差は考えなくてもの良いものとする。 

なお関数の数値が必要な場合、巻末の関数表を使用すること。 

１. 16.7ｍｍ 

２. 18.8ｍｍ 

３. 20.4ｍｍ 

４. 24.1ｍｍ 

５. 25.4ｍｍ 

 

 ［ＮＯ.１６］  

次の a~eの文は、公共測量における空中写真測量について述べたものである。(ア   )～

（オ   ）に入る語句の組み合わせとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

 

ａ. 空中写真測量における調整計算は、各写真を連結させる形状によりコース又はブロックを単位

として（ア  ）により行う。 

 

ｂ. （ア  ）は、投影中心、写真上の像点、地上の被写体点が同一直線上にある（イ  ）を観

測方程式として、ブロック全体の光束の最適解を最小二乗法で求める方法である。 

 

ｃ. 調整計算には、撮影時に取得したＧＮＳＳ/ＩＭＵ装置の解析処理で得られた（ウ  ）の観

測データ、パスポイント、タイポイント、基準点等を使用する。 

 

 

ｄ. デジタル航空カメラで撮影した数値写真では、（エ  ）をフィルム航空カメラで撮影した写

真の指標に代えて、写真座標の測定を行う。 

 

ｅ. 同一ブロック内における（オ  ）は、デジタル航空カメラ撮影の場合、水平位置及び標高の

最大値が標準の地上画素寸法を撮影基線高度比で割った値を超えないものとする。 

 
 ア イ ウ エ オ 

1 バンドル法  共線条件式  外部標定要素   数値写真の四隅    基準点残差 

2 多項式法   共面条件式  内部標定要素   数値写真上の明瞭点  視差 

3 バンドル法  共面条件式  外部標定要素   数値写真上の明瞭点  視差 

4 多項式    共線条件式  内部標定要素   数値写真の明瞭点   基準点残差 

5 バンドル法  共線条件式  内部標定要素   数値写真の四隅    視差 

 

 



［ＮＯ.１７］ 

次の文は、公共測量における空中写真測量及び航空レーザ測量で用いるＧＮＳＳ/ＩＭＵ装置につい

て述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

 

１. 空中写真測量のＧＮＳＳ/ＩＭＵ装置は、デジタル航空カメラ、フィルム航空カメラのいずれ

にも使用できる。 

２. ＧＮＳＳ/ＩＭＵ装置を用いた撮影では、ＧＮＳＳアンテナは航空機の頂部に固定する。 

３. ＧＮＳＳ/ＩＭＵ装置のキャリブレーションの有効期限は 1年である。 

４. ＧＮＳＳ/ＩＭＵ装置を用いた撮影では、IMU装置の累積誤差を考慮し、撮影コース長を概ね

15分以内とする。 

５. 航空レーザ測量のＧＮＳＳ/ＩＭＵ装置において、IMU 装置はレーザ測距装置に直接マウント

する。 

 

 

［ＮＯ.１８］ 

次の文は、公共測量における数値図化について述べたものである。明らかに間違っているものはど

れか。次の中から選べ。 

 

１. 細部数値図化は、線状構造物、建物、植生、等高線の順で行う。 

 

２. モデルの数値図化範囲は、原則として、パスポイントで囲まれた範囲とする。 

３. 等高線データは、自動標高抽出技術を用いた数値地形モデル法の標高値から取得を行う。 

 

４. 標高点は、地形判読の便を考慮して主要な山頂、道路の主要な分岐点、主な傾斜の変換点など

を選定する。 

 

５. 数値図化データの点検は、作成した数値図化データをスクリーンモニターに表示させて行う。 

 

 

［ＮＯ.１９］ 

画面距離 12ｃｍ、画面の大きさ 14,000画素×7,500画素、撮像面での素子寸法 12μｍのデジタル

航空カメラを用いて、海面から撮影高度 3,000ｍで鉛直空中写真の撮影を行った。この写真に写っ

ている点Ａ、Ｂの２点間の画素数を数値空中写真上で計測すると 1,500画素であった。 

この 2点を縮尺 1/2,500の地図にプロットしたとき、点Ａ,Ｂの２点間は地図上でどれくらい離れて

いるか。最も近いものを次の中から選べ。 

ただし、点Ａ,Ｂを結ぶ線分は写真の短辺に平行とし、標高はともに 500ｍとする。 

 

１. 150ｍｍ 

２. 180ｍｍ 

３. 240ｍｍ 

４. 300ｍｍ 

５. 375ｍｍ 

 

 

［ＮＯ.２０］  

標高が 0ｍから 500ｍまでの範囲にある土地の空中写真撮影において、撮影範囲全体に渡って隣接コ

ースの写真との重複度が 20％より小さくならないように計画した。撮影基準面の標高を 0ｍとする



と、撮影基準面における隣接コースの空中写真との重複度は何％か。最も近いものを次の中から選

べ。 

 

ただし、用いるデジタル航空カメラの画面距離は 12ｃｍ、撮像面での素子寸法は 12μｍ、画面の大

きさは 14,000画素×7,500画素とする。 

また、空中写真は等高度で撮影する鉛直空中写真とし、画面短辺が撮影基線と平行、撮影基準面で

の地上画素寸法は 25ｃｍとする。 

１. 22％ 

２. 25％ 

３. 28％ 

４. 32％ 

５. 36％ 

 

 

［ＮＯ.２１］ 

図 21は、電子ポータルから国土地理院が提供している地図（一部改変）である。図中の「箱根ロー

プウェイ」の「桃源台駅（駅中心）」から「姥子駅」を経由し「大涌谷駅（駅中心）」までのロー

プウェイの経路に沿った標高断面図として最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

ただし、標高断面図における高さは約 5倍に強調されている。 

 



 

 

 

［ＮＯ.２２］ 

次の文は、地図投影法について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中か

ら選べ。 

 

１. 地図投影とは、回転楕円体面上の経緯度を平面上の座標値に変換することである。 

 

２. 正距図法は、地球上のすべての地点間の距離が、同一の比率で地図上に表示される図法であ

る。 

 

３. 正角図法は、地球上の任意の二方向に引いた方向線のなす角と、地図上のこれに対応する角と

が等しくなる図法である。 

 

４. 正積図法は、地球上の任意の範囲の面積が、縮尺に応じて地図上に正しく表示される図法であ

る。 

 

５. 地図上において、正角図法と正積図法の性質を同時に満足させることは、理論上不可能であ

る。 

 

 

［ＮＯ.２３］ 

次の文は、数値地形モデル（以下「ＤＴＭ」という。）について述べたものである。明らかに間違

っているものはどれか。次の中から選べ。 

ただし、ＤＴＭは、等間隔格子点上の標高を表したデータとする。 

 

１. 格子間隔の小さいＤＴＭより格子間隔の大きい DTMの方が、地形のより詳細な断面図を作成す

ることができる。 

２. ＧＩＳを用いて、ＤＴＭとベクタを重ねて表示することができる。 

 



３. ＤＴＭをＧＩＳに読み込むと、任意の地点の標高を求めることができる。 

 

４. ＤＴＭを作成するには、航空レーザ測量による方法以外に、空中写真測量による方法や等高線

データから作成する方法がある。 

 

５. ＤＴＭから、標高値の範囲ごとに彩色した断彩図を作成することができる。 

 

 

［ＮＯ.２４］ 

図 24は、電子国土ポータルから国土地理院が提供している地図（一部改変）に、湿原の範囲を太線

で示したものである。F市では、この湿原の管理を目的として現況測量の実施を計画しており、湿

原の大まかな面積が必要となった。図中の太線で囲まれた範囲の面積の概略値はいくらか。最も近

いものを次の中から選べ。 

 
 

１. 0.11㎢ 

２. 0.54㎢ 

３. 0.68㎢ 

４. 1.07㎢ 

５. 1.56㎢ 

 

 

［ＮＯ.２５］ 

図 25に示すように、渋滞の緩和を目的として、現在使用している道路（以下「現道路」という。）

を改修して新たな道路（以下「新道路」という。）を建設することになった。 

新道路は、基本型クロソイド（対称型）とする。主接線は現道路の中心線と一致し、交点ＩＰは、

現道路の中心にある。このとき、起点からクロソイド曲線終点 Pまでの路線長はいくらか。最も近

いものを次の中から選べ。 

ただし、起点からクロソイド曲線始点 Oまでの直線部分の路線長を 60ｍ、クロソイドパラメータＡ

=180m,円曲線半径Ｒ=200ｍ、交角Ｉ＝45°、円周率π＝3.14 とする。 



 

 

１. 157ｍ 

２. 162ｍ 

３. 212ｍ 

４. 217ｍ 

５. 222ｍ 

 

 

［ＮＯ.２６］ 

次の文は、公共測量における用地測量について述べたものである。明らかに間違っているものはど

れか。次の中から選べ。 

 

１. 復元測量において、境界杭の亡失があり復元すべき位置に仮杭を設置した。その際、関係権利

者への事前説明は実施したが、現地での立会いは行わなかった。 

 

２. 境界確認が完了したときに、土地境界確認書を作成し、関係権利者全員に境界を確認したこと

の著名押印を求めた。 

 

３. 境界測量において、基準点から直接測定できない境界点があったため、基準点から辺長 100

ｍ、節点１点の開放多角測量により補助基準点を設置した。 

 

４. 用地境界仮杭は、交点計算などで求めた用地境界仮杭の座標値に基づいて、４級基準点以上の

基準点から放射法又は用地幅杭及び境界線の交点に視通法を用いて設置した。 

 

５. 平地における境界点間測量において、境界点間の距離が 30ｍであったため、計算値と測定値

の較差の許容範囲を 30ｍｍ以内とした。 

 

 

[No.27] 

図 27は、境界点Ａ,Ｂ,Ｃの順に直線で結ぶ境界線 ABCで区割りされた甲及び乙の土地を示してお

り、表 27はトータルステーションを用いて現地で角度及び距離を測定した結果である。 

境界線ＡＢ上に建物を建設することになったため、甲及び乙の面積を変えずに、境界線ＡＰで区割

りして整正したい。このとき、ＣＰ間の距離をいくらにすればよいか。最も近いものを次の中から

選べ。なお、関数の数値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。 



 
 

測定結果 

S1 10.500ｍ 

S2 12.500ｍ 

α 270°00’00” 

β 45°00’00” 

 

１. 7.42ｍ 

２. 7.75ｍ 

３. 8.07ｍ 

４. 8.50ｍ 

５. 8.84ｍ 

 

［ＮＯ.２８］ 

次の a~eの文は、公共測量における河川測量について述べたものである。明らかに間違っているも

のだけの組み合わせはどれか。次の中から選べ。 

 

ａ. 作業計画は、測量を実施する河川、海岸などの状況を考慮し、距離標設置測量、水準基標測量

等の細分ごとに作成する。 

 

ｂ. 距離標の設置は、地形及び地物の状況により、河心線の接線に対して直角方向の左岸又は右岸

のどちらか一方に設置する。 

  

ｃ. 水準基標測量は、定期縦断測量の基準となる水準基標の標高を定める作業であり、2級水準測

量により実施する。 

 

ｄ. 定期縦断測量では、河川の統一的な維持管理のため、同じ河川水系内で統一した精度により水

準測量を行う必要がある。 

 

ｅ. 深浅測量において、アナログ測深では、一定時間毎に記録紙に測位マークを入れ、デジタル測

深では、時刻を GNSS測量機の観測時刻と合わせ測深位置を決定する。 



 

１. a, c 

２. a, d 

３. b, e 

４. b, d 

５. c, e 

 


